
国立大学法人 大阪大学

男女共同参画推進オフィス



大阪大学は、男女共同参画を２１世紀の日本における重要課題の一つと位置づけた
男女共同参画社会基本法の精神に則り、また教育・研究の質を高めることを目的とし、
環境の整備等を図ることによって、多様な人材の活用・開発を推進することを宣言する。

大阪大学における多様な人材活用推進に関する基本理念（抜粋）

1. 女性がいきいきと働けるキャンパスを作り、本学の研究・教育の質を高めます。
2. 総長のリーダーシップのもと構成員全員で取り組みます。
3. ワーク・ライフ・バランスを実現できる体制を作ります。
4. 女性研究者を増やし育てるよう、目標を定め、努力します。

男女共同参画における阪大プリンシプル

実実施施策の６つの柱

1. 男女共同参画に関わる意識啓発の推進
2. 女性教職員、女子学生の参画推進
3. 仕事・学業と出産・育児・介護等との両立の推進～ワーク・ライフ・バランスの実現のために～
4. 男女共同参画に関わる就業・修学環境の整備
5. 外部機関・セクターとの連携・交流
6. 推進体制の充実

大阪大学男女共同参画推進基本計画

男女共同参画と大阪大学の考え方

男女共同参画とは、男女一人ひとりが尊重され、責任を分かち合い、
個性と能力を十分発揮できることです。

大阪大学では、男女共同参画を「多様な人材活用」の理念の中核を
なすものと捉え、基本理念を定めています。（平成18年4月）

大阪大学が構成員全員にとって、さらに学びやすく働きやすいキャン
パスとなることをめざして「阪大プリンシプル」を宣言しています。
（平成21年12月）

大阪大学における男女共同参画の施策を体系的・総合的・計画的に

推進するため「大阪大学男女共同参画推進基本計画」を策定しています。
（計画実施期間：平成24年度～平成27年度）



次次世代育成の取り組みとして、
女子中高生を対象に、理系への進路選択

を支援するため、関西の
他大学と連携した教員に
よる実験講座などを行って
います。

男女共同参画シンポジウム（年1回）
及び男女共同参画セミナー（年2回）

を開催し、意識啓発に努めています。
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大阪大学の男女共同参画のための主な取り組み

大阪大学では、「男女共同参画推進オフィス」を拠点として
以下の取り組みを実施しています。

大阪大学HP 「多様な人材の活用」の
設置や「男女共同参画だより」の発行
などを通じて、大阪大学における男女共
同参画の取り組みを広く発信しています。

女性教職員にとって、働きやすい職場
とするための環境整備を行っています。
• 電動さく乳器のレンタル
• 妊婦健診・サポート外来予約支援
• 女子休憩室

出産・育児・介護により研究時間を確保しにくい研
究者を支援するため「研究支援員制度」を実施してい
ます。

大阪大学が研究支援員を雇用し、支援を必要とする
研究者に配置します。

大阪大学で活躍する研究者をロールモデルとして、
大阪大学HP「多様な人材の活用」において紹介してい
ます。
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※ 「くるみん」は厚生労働省の一般公募により決定したマークで、赤ちゃんが大事に包まれる「おくるみ」と、
「職場ぐるみ・会社ぐるみ」で子供の育成に取り組もうという意味が込められています。

次世代育成支援対策推進法では、事業主は従業員の子育て支援
のための行動計画を策定・実施し、その結果が一定の要件を満たす
場合に、厚生労働大臣の認定を受けることができることになっていま
す。
大阪大学では平成17年4月に策定した一般事業主行動計画におい

て、特に育児・介護支援対策を実施し、行動計画を定めた目標を達
成しました。
このことにより厚生労働省が定める認定基準も達成したことから、

平成22年6月に「基準適合一般事業主」に認定されました。
現在、第2期行動計画を策定し、実施しています。

国立大学法人大阪大学

男女共同参画推進オフィス
URL hƩp://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/diversity
E-mail geoffice@office.osaka-u.ac.jp
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘１－１

（吹田地区 本部南棟 ２階北側）
TEL 06-6879-4405（内線4405/9573） FAX 06-6879-4406

「研究支援員制度」研究支援員を募集しています。
支援研究者 大学院博士前期・後期課程修了者

（週30時間以内 時給2,132～2,326円（業務内容による））
研究補助員 大学院在学生、学部卒業生･在学生

（週10時間以内 時給1,062円）
研究者の研究を実際に体験し、ロールモデルと身近に触れ合うことができ、
自らのキャリアや研究に活かすことができます。


